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要　旨

2011 年 3 月 11 日に発災した東日本大震災による地
震/津波，（株）東京電力福島原子力発電所および火力
発電所の損壊に伴う停電，製油所操業停止に伴うガソ
リン不足，また，道路通行止め等により，腹膜透析製
品の安定供給は困難を極めた．しかし，患者，医療機
関，代理店，協力会社それぞれの協力を得て，患者は
自宅および避難先・医療機関内において治療継続を可
能とすることができた．ここでは腹膜透析製品の製造
販売メーカーとして今回の災害直後から行った対応と，
そこで浮き彫りになった課題と今後の対策を，①患者
への対応，②医療機関/代理店への対応，③倉庫/配

送体制，④被災地区対応（地震/津波，原発，停電），
⑤社外活動，⑥危機管理体制，⑦課題，の 7 項目にお
いて報告する．

1　患者への対応

弊社の最大の使命である「薬剤の安定供給」を果た
すべく，発災直後に患者の安否を確認するためのリス
トを作成し，同日より電話を主な通信手段として使用
し，安否確認対象地区注）在住の 1,324 名の患者の安否
確認，薬剤の被災状況およびライフラインの確認作業
を開始した．3 月 12 日および 13 日は固定電話および
携帯電話回線の不通が多く苦慮したが，発災後 5 日目
の 3 月 16 日には 99％ の患者の安否が確認された．非
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図 1　東日本大震災安否確認状況
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常に残念なことではあるが，バクスター製品使用の腹
膜透析患者 1 名が津波にて亡くなったことが判明し，
ここに心よりご冥福をお祈り申し上げるしだいである

（図 1）．この確認作業により，薬剤欠品の恐れのある
患者宅には，3 月 12 日より緊急配送を実施した．

バクスターのカスタマーサービス部担当者が患者に
安否確認の電話をしたさいの，患者からのコメントを
以下に共有したい．

・「いろいろこちらの状況の話を聞いてくれてあり
がとう．私たちも頑張ります」

・「いつも話をしている担当者の方の声を聞けて安
心しました」

・「おばあちゃんの命をつないでくれてありがとう」
（患者の家族より）

注）　安否確認対象地区について．バクスター災害対応マ
ニュアルは，地震の場合は “震度 5 強以上” の地区在住
の患者，台風等の場合は“避難勧告，避難指示”が発令
された地区在住の患者に安否確認を実施することと定義
している．

2　医療機関/代理店への対応

2-1　医療機関への対応

担当 MR が中心になって緊急薬剤配送等の手配を実
施し薬剤の安定供給に努め，患者の安否確認状況，各
医療機関のライフラインおよび診療可否状況，院内在
庫，代理店状況などの情報を収集するとともに，周辺
の他の医療機関や代理店の情報共有を発災同日より開
始した．医療機関の担当者からは，「携帯電話のメー
ルアドレスを交換していたことが，こんな時にメーカ
ー担当者との連絡に役立つとは思ってもいなかった」
という声も寄せられた．また，ある医療機関において
は，患者全員の携帯電話番号も管理していたことで避
難している患者とも早期に連絡がとれ，有効であった
という事例もあったのでこの方法について共有したい．

2-2　代理店への対応

担当 MR は，医療機関の情報を共有するとともに，
各県内の納品集中営業所の選定を代理店の担当者と行
い，効率的な薬剤供給体制を構築し薬剤の安定供給に
努めた． 

災害発生時は，医療機関，代理店，メーカーの情報
共有が大変重要であることが再認識され，今後の災害

時等の通信方法をどのようにしていったらよいかとい
う課題が三者で共有された．この件については，バク
スターでも対応策を検討しているところである．

3　倉庫/配送体制

バクスター仙台倉庫（宮城県仙台市）および東京倉
庫（東京都江東区）が被災し，保管設備損傷および荷
崩れによって数日間業務を停止することとなった．東
京倉庫は 3 月 14 日には復旧し通常稼働に戻ったが，
仙台倉庫においては，4 月 7 日に発生した震度 6 弱の
地震により再度被災したことにより，1 カ月以上にわ
たって稼働できない状況が継続した．余震が続く中，
倉庫内における被災製品の仕分け作業（品番・ロット
の確認）は，まさに危険と背中合わせの人海戦術によ
る作業であり難を要した（図 2）．代替配送においては，
バクスター災害対応マニュアルに則り，代替倉庫（大
阪/名古屋倉庫）からのバックアップ配送を実施し供
給を継続した．

ガソリン不足や緊急車両登録許可の基準が地区によ
り違うという課題に直面し苦慮する事態が発生した．
協力運送会社は，2 時間給油所に並び 20 リットルし
か給油できないという地区もあったが，緊急車両優先
給油所等の協力により製品供給を継続することができ
た（図 3, 4）．このガソリン不足という課題について
は，備蓄されている石油があるにもかかわらず発生し
た事態であり，公的改善策を構築することを期待する
ものである．

このような中で患者宅へ配送に行ったさいに多くの
コメントをもらったので共有したい．

・「薬剤は私の生きる希望です．希望を届けてくれ
てありがとうございます」

図 2　仙台倉庫
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・「こんな時でもバクスターさんは来てくださるの
ですね．心強いです．ありがとうございました」

・「ガソリンがなくて病院まで薬剤が取りに行けな
い状況でした．届けてくれて大変助かりました．
ありがとうございます」

・「運送会社さんやバクスターさんも私たちのため
に頑張ってくれていますよね．頑張ってくれる人
がいるので私たちも励みになります」

4　被災地区対応（地震/津波，原発，停電）

7 月末現在で避難所/避難先にいた患者は 14 名であ
った．発災からこの間，バクスターのカスタマーサー
ビス部は患者の携帯電話に連絡をし，在庫数量や移動
状況等を把握しながら継続的な薬剤の供給を実施した．
今回は，避難所/避難先において携帯電話を持ってい
ない患者がいなかったが，携帯電話所持および携帯電
話以外の連絡手段の確保も今後の課題であり，対策を
検討しているところである．

福島原発損壊の風評により，立入制限区域の外であ

るにもかかわらず配送を拒む運送会社が出てきたが，
現地の協力運送会社の協力のもとで配送を継続するこ
とができた．また，計画停電に伴って，腹膜透析関連
機器を使用の医療機関/患者に対し，弊社ホームペー
ジ上にて「機器の取り扱い方法のご案内」を掲載した．
患者が高層階に住んでいる場合でも，エレベーター停
電中であれば最上階であっても階段を使用し配送を継
続した．

5　社外活動

日本透析医会災害情報ネットワークの協力で作成し
た「災害時等による PD 患者様受け入れ施設一覧」，
患者安否確認進捗状況等を，関連学会および団体のホ
ームページに掲載してもらい全国的に情報の共有を行
った．

バクスターホームページでは，避難のさいに飛行機
で移動される患者のため，腹膜透析関連機器の航空機
持ち込み方法等を掲載した．バクスター季刊誌『スマ
イル』では，いつ発生するかわからない災害のために，
常日頃から準備しておくべき事項/物品の情報を掲載
した．バクスター社内のボランティアに関する人事制
度により，社員がボランティア活動のために積極的に
東北に赴いた．

6　危機管理体制

3 月 11 日 14 時 46 分に発災し，その直後の 15 時 01

分に事業継続のためのバクスター災害対策本部を立ち
上げ，患者の安否確認および被災地情報の入手に着手
した．同時に社員およびその家族の安否確認を開始し
た．また，後日に在庫管理に関する本社機能の一部移
転が決定され，機能の一部がバクスター宮崎工場（宮
崎県宮崎市）へ移動し 3 月 22 日より業務を開始した．
災害対策本部は，約 1 カ月間，毎朝状況確認と対策を
協議し，事業継続に傾注した．

7　課　題

現在，以下の課題事項に関し，社内外の関係者を交
え体制構築を検討中である．

①　患者，医療機関，代理店との連絡ツールの開発
固定・携帯電話/パソコンメール/携帯電話メール/

SNS 等．
②　適正在庫の配備推進

図 3　給油待ち

図 4　ガソリン売り切れ SS
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緊急時を念頭に，患者宅/医療機関/代理店におけ
る適正な在庫を確保してもらい，災害発生等の緊急時
のインフラ不備期間の対応に備えてもらう．

③　ネットワークの構築
患者/医療機関/代理店/行政/業界団体/協力会社等

とのネットワークを充実させ，災害発生時の情報共有
を確かなものとする．

④　物流インフラの整備
製品分散配備，緊急時輸送手段の整備，耐震設備の

整備等．
⑤　機能の分離

リスクの回避の観点から各種業務の分散．
⑥　エネルギー（電力）の確保
非常電源（発電機）の配備/確保（東京倉庫は，発

電機設置済）．
上記課題を解決し，今後災害時においてもスムーズ

に治療継続ができる腹膜透析療法をさらに進化させて
いくことを目指したい．“腹膜透析は薬剤さえあれば
どこでも治療できる療法” であることから，バクスタ
ーの使命である「薬剤の安定供給」をさらに追求し，
“災害時においても強い腹膜透析療法” として慢性腎
不全患者に貢献していく所存である．




